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豊川市シティプロモーション戦略策定方針  

 

１  戦略策定の必要性                              

  本市は、活気のある住みよいまちづくりを目指してシティセールスに取り組む

こととして、平成２４年８月に豊川市シティセールス戦略プランを策定しました。

平成２８年３月には引き続きシティセールスの指針となる豊川市シティセールス

戦略プラン（以下「第２次戦略プラン」という。）を策定し、様々な取組を展開し

てきました。  

  現行の第２次戦略プランの計画期間は令和７（２０２５）年度をもって終了する

ことから、令和８（２０２６）年度を始期とする新たな指針として、豊川市シティ

プロモーション戦略（以下「本戦略」という。）を策定するものです。  

 

２  シティセールスからシティプロモーションへ                  

  本市はこれまで、多くの人に住んでもらい、訪れてもらうため、まちの魅力を地

域の内外へ情報発信し、まちの魅力を売り込む「シティセールス」に取り組んでき

ました。  

  人口減少、少子高齢化が進展する今後は、まちの魅力の売り込みだけでなく、ま

ちの魅力の磨き上げも同時に進めていく必要があります。本戦略では、これまでの

シティセールスの取組を昇華させ、まちの磨き上げによる豊川市の認知拡大やブ

ランドイメージの向上とともに、シビックプライド※の醸成を図る「シティプロモ

ーション」に取り組みます。  

 

 ※シビックプライド：地域への誇りと愛着。自分たちの住むまちをより良いもの

に、そして誇れるものにしていこうという思い  

 

３  計画期間                                  

  本戦略の計画期間は、本市のまちづくりの最上位計画である第７次豊川市総合

計画（策定中）と整合を図り、令和８（２０２６）年度から令和１７（２０３５）

年度までの１０年間とし、必要に応じて期間中に内容の見直しを行います。  

 

【参考：過去の戦略プラン】  

戦略プラン  計画期間  キャッチフレーズ  

第１次  平成２４年度～平成２７年度  

きらっと☆とよかわっ！  
第２次  

平成２８年度～平成３７年度  

       （令和７年度）  
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４  戦略策定の基本的考え方                           

  本戦略は、次の考え方に基づき策定します。  

①  第２次戦略プランの取組評価を踏まえた戦略とします。  

②  市民、ＮＰＯ、地域、企業、大学、行政等が一緒になってシティプロモーショ

ンを進めていけるよう、市民参画の体制により戦略を策定します。  

 ③  本戦略で目指す１０年後の目標指標を設定します。  

④  人口減少、少子高齢化に対応するため、移住の促進を取組に位置づけます。  

 ⑤  ＳＤＧｓの視点を取り入れた戦略とします。  

 

５  策定体制     ※「豊川市シティプロモーション戦略策定体制図」（Ｐ４）参照   

（１）市民参画  

   本戦略は、市民の意見等を踏まえるとともに、市民が主体となって取り組むこ

とができる戦略を策定します。  

  ①  若者意識調査  

    市内の高校生世代から３０歳代までの若者を対象として、まちの住みやす

さ、定住意向、住みたいまちの条件等の意見をいただくアンケートを実施しま

す。  

【参考】市外の方については、中京圏（本市を除く）、東京圏及び関西圏等の１

８歳から５９歳までを対象として、豊川市の認知度・理解度、魅力の評

価、訪問意向等の意見をいただくインターネット調査を実施します。  

  ②  ワークショップ  

    戦略のコンセプト、取組アイデアや継続的なプロモーション活動を検討す

るため、市民及び市内在学・在勤者等を対象とする２つのワークショップを開

催します。なお、ワークショップにはとよかわ広報大使等も参画します。  

   ア  わかものワークショップ【提案】  

     市内の高校生世代から３０歳代までの若者を対象として、本市における

シティプロモーションの現状、理想及び実現手段等の取組アイデアを検討

する「わかものワークショップ」を実施します。  

   イ  トライアル活動作戦会議【立案】  

     わかものワークショップ参加者から代表する方を対象者として、令和８

年度以降に主体的に活動を進めていく取組アイデアの具現化を検討するト

ライアル活動作戦会議を実施します。  

  ③  パブリックコメント  

    戦略案について、市民、市内在学・在勤者等に意見をいただくパブリックコ

メントを実施します。  
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  ④  イベントサポート制度実施団体ヒアリング  

    新たな賑わいの創出等を目的とする「イベントサポート制度」の実施団体と

のヒアリングを実施し、団体の意見を戦略案の参考とします。  

  ⑤  ブランドメッセージ  

    本戦略の 10 年後に目指す将来の目標となるブランドメッセージを、市民

投票により決定します。  

    

（２）外部機関  

   本戦略で目指す人口減少の克服、地方創生におけるひとの流れづくりを実現

するため、豊川市まち・ひと・しごと創生総合戦略会議において、外部機関とし

ての意見を伺います。  

 

（３）市議会への報告  

   パブリックコメント前に戦略案を市議会に報告し、議員からの意見を戦略案

に反映します。  

 

（４）庁内策定体制  

   戦略案の作成は、豊川市シティプロモーション戦略策定庁内部会（以下「庁内

部会」という。）を設置して行います。  

①  庁内部会  

  関係各課の課長補佐若しくは係長級で構成し、戦略案を作成します。  

②  職員意見募集  

  戦略案は、職員を対象とする意見募集（庁内パブリックコメント等）を行い、

戦略案に反映します。  

③  事務局  

  戦略策定に係る全般調整等の事務は、企画部元気なとよかわ発信課が担当

します。  

 

６  策定スケジュール    ※「豊川市シティプロモーション戦略策定スケジュール」（Ｐ５）参照                       

  令和７年度の１年間で戦略を策定します。  



戦略案の作成

まちの住みやすさ、定住意向、住みたいま
ちの条件等の意見を伺うアンケート

若者意識調査（市民）

イベントサポート制度
実施団体ヒアリング

豊川市シティプロモーション戦略策定体制図

市長 市議会

まち・ひと・しごと創生総合戦略会議

人口減少の克服、ひとの流れづくりに関する施策の方
向性について意見を伺う外部機関

庁内部会
（課長補佐級若しくは係長級）

新たな賑わいの創出等を目的とした
イベントサポート制度実施団体へ意
見を伺うヒアリング

市民投票により戦略のブランドメッセージ
を決定

ブランドメッセージ

パブリックコメント

インターネット調査（市外）

事務局
（元気なとよかわ発信課）

豊川市の認知度・理解度、魅力の評価、訪
問意向等の意見を伺うアンケート

わかものワークショップ

戦略の取組アイデアの意見を伺うワーク
ショップ
・わがまちの自慢を話し合う
・理想とする未来のまちのイメージ
・選ばれるまちにするための取組

職員意見募集
庁内パブリックコメント

トライアル活動作戦会議

わかものワークショップでの取組アイデア
の具現化に関する意見を伺うワークショッ
プ

報告

意見募集

提案・報告

意見募集

４



豊川市シティプロモーション戦略策定スケジュール

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

市議会報告 ●

● ● ●

方針
説明

成果と
課題

戦略案
説明

① ② ③

① ②

●

●

決定

●

意見等
公表

準備

※１）わかものワークショップ、トライアル活動作戦会議及び庁内部会の丸数字は、開催回数を示しています。

※２）スケジュールは予定であり、変更する可能性があります。

⑤

第２次戦略プラ
ン取組評価

職員意見募集
（庁内ﾊﾟﾌﾞｺﾒ）

事
務
局

戦略取りまとめ

印刷製本
（本編・概要版）

庁
内
会
議
等

庁内部会（課長
補佐・係長級）

① ② ④③

項目
令和６年度 令和７年度

まち・ひと・しごと創生
総合戦略会議

市
民
参
画

若者意識調査
（市民1,000人）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ調査
（市外2,000人）

わかものﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ（20人程度）

ﾄﾗｲｱﾙ活動作戦会
議（若干名）

パブリックコメ
ント

ｲﾍﾞﾝﾄｻﾎﾟｰﾄ制度
実施団体ﾋｱﾘﾝｸﾞ

ブランドメッ
セージ

実施

実施

市民投票

５


